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Forte
躍連する病院

―

Socialinclusionを追求
地域に応える「ケア・ミックス病院」

医療法人社団 寿量会

熊本楼能病院

マイクロサージヤリーの

全国的なワークショッ

プを年 H回行う

捉
え
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
コ
Ｒ
】離
す
‐

儀
Ｆ
∽片ｏ
込

と
い
う
病
院
の
理
念
が
地
域
に
も

浸
透
し
て
い
ま
す
」

手
術
と
リ
ハ
ビ
リ
の
二
本
柱

年
間
２
０
０
０
超
の
手
術
症
例
数

同
院
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
１
９
８
１

年
。
熊
本
赤
十
字
病
院
の
整
形
外
科
で
、
義

手
≧
我
足
や
手
足
の
再
接
着
の
研
究
を
し
て

い
た
米
満
弘
之
氏

０
刷
理
事
長
・現
会
長
）
に

よ
っ
て
、
手
術
と
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
る
整
形

外
科
病
院
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
折
し
も
マ

イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
が
導
入
さ
れ
始
め
た

時
代
、
整
形
外
科
分
野
が
大
き
く
転
換
し
よ

う
と
し
て
い
た
時
期
に
重
な
る
。
そ
う
し
た

時
代
の
変
化
を
い
ち
早
く
読
み
と
り
、
手
術

に
特
化
す
る
病
院
と
し
て
第

一
歩
を
踏
み
出

し
た
。
現
在
、
整
形
外
科
の
年
間
手
術
件
数

は
２
４
３
５
件

（
２
０
１
６
年
度
）
に
上

っ

て
い
る
。

さ
ら
に
手
術
と
同
じ
よ
う
に
重
視
し
た
の

が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
。
マ
イ
ク
ロ
サ
ー

ジ
ャ
リ
ー
に
よ
る
手
や
指
の
治
療
で
は
術
後

の
リ
ハ
ビ
リ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
が
、

当
時
は
ま
だ
リ
ハ
ビ
リ
そ
の
も
の
の
概
念
は

浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
。
米
満
前
理
事
長
は
、

日
本
で
初
め
て
公
的
な
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
た
湯
之
児
病
院
で
の
治
療
経
験
を

活
か
し
、
手
術
と
並
ん
で
リ
ハ
ビ
リ
治
療
に

力
を
入
れ
る
病
院
を
目
指
し
た
。

急
性
期
治
療
後
の
患
者
を
中
心
と
し
た
、

術
前
か
ら
始
め
る
機
能
回
復
の
た
め
の
リ
ハ

ビ
リ
だ
け
で
な
く
、
同
院
が
注
目
し
た
の
は

高
齢
者
に
向
け
た
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
維
持
す
る
た

め
の
リ
ハ
ビ
リ
だ
。

マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
で

全
国
で
も
少
な
い
Ｗ
Ｓ
開
催

同
院
が
カ
バ
ー
す
る
医
療
圏
は
熊
本
県
北

部
だ
が
、
専
門
性
の
高
い
整
形
外
科
や
形
成

外
科
で
の
高
度
医
療
を
求
め
て
、
県
内
だ
け

で
な
く
九
州
全
域
か
ら
患
者
が
訪
れ
る
。
診

療
の
柱
と
な
る
整
形
外
科
で
は
、
上
肢
班
と

下
肢
班
に
分
か
れ
て
治
療
に
当
た
る
。
グ

ル
ー
プ
分
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
症
例
を
集

中
さ
せ
、
治
療
技
術
の
向
上
を
図
る
の
が
狙

い
だ
。

下
肢
班
が
担
当
す
る
変
形
疾
患
に
お
け
る

人
工
関
節
治
療
で
は
、
手
術
に
対
応
で
き
る

医
師
が
５
人
在
籍
。
熊
本
県
内
で
第
１
位
、

熊
本
地
震
で
は
避
難
場
所
と
し
て

住
民
１
５
０
０
人
が
身
を
寄
せ
た

熊
本
市
の
中
心
部
か
ら
北

へ
車
で
２０
分
ほ

ど
の
場
所
に
あ
る
熊
本
機
能
病
院
。
九
州
を

貫
く
国
道
３
号
線
に
近
い
新
興
住
宅
地
に
あ

る
。
病
院
の
正
面
玄
関
に
入
る
と
、
す
ぐ
あ

る
の
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
喫
茶
店
と
書
店
、

そ
の
奥
に
は
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
多
目
的
ホ
ー

ル
。
こ
れ
ら
は

「地
域
交
流
館
」
と
し
て
、

一
般
住
民
に
も
開
放
さ
れ
て
い
る
。
総
合
受

付
は
廊
下
を
通
っ
て
奥
に
あ
る
。

一
昨
年
の
熊
本
地
震
で
は
、
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約

１
５
０
０
人
の
地
域
住
民
が
地
域
交
流
館
に

避
難
し
て
き
た
と
い
う
。

「井
戸
の
水
を
使

っ
て
い
た
の
と
、
台
風
災

害
の
教
訓
か
ら
自
家
発
電
の
設
備
も
備
え
て

い
た
の
で
、
ト
イ
ン
は
通
常
通
り
に
使
え
ま

し
た
。
避
難
し
て
き
た
住
民
の
方
た
ち
に
、

職
貝
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
た

こ
と
が
う
れ
し
か
つ
た
で
す
ね
」

そ
う
語
る
の
は
理
事
長
の
米
満
弘

一
郎
氏

だ
。
設
立
当
時
か
ら
理
念
に
掲
げ
実
践
し
て

い
る
の
が
、
γ
Ｒ
エ

トＲ
中●
∽騨ｏ
ｏ
の
構
築
〃
で

あ
る
。

「
ハ
ン
デ
が
あ
る
方
な
ど
社
会
的
弱
者
を
社

会
全
体
で
受
け
入
れ
て
、
助
け
合

っ
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
機
能
改
善
な
ど
医
療

に
だ
け
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
介
護

や
地
域
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
広
い
範
囲
で

九
州
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
症
例
数
を
誇

る
。
人
工
関
節
手
術
を
得
意
と
す
る
佐
賀
大

学
と
の
連
携
も
緊
密
だ
。
手
術
室
を
８
部
屋

設
置
し
、
５
人
の
麻
酔
科
医
が
常
勤
す
る
な

ど
、
手
術
部
門
の
整
備
が
豊
富
な
治
療
実
績

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
工
関
節
手

術
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
熊
本
県
内
で

初
と
な
る
人
工
関
節
置
換
術
の
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

手
の
外
科
を
メ
イ
ン
と
す
る
上
肢
班
は
、

開
院
以
来
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
の
治
療

を
行

っ
て
い
る
。
指
の
切
断
な
ど
外
傷
患
者

は
全
国
的
に
減

っ
て
い
る
も
の
の
、
人
工
神

経
な
ど
の
治
療
技
術
の
進
化
は
著
し
く
、
最

先
端
の
治
療
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
強
み

で
あ
る
。
手
や
指
の
治
療
が
で
き
る
病
院
が

減
る
中
で
、
同
院
が
担
う
役
割
は
大
き
い
。

動
物
実
験
を
行
う
た
め
の
資
格
を
取
得

し
、
実
験
室
を
開
設
。
ラ
ッ
ト
を
飼
育
し
な

が
ら
、
常
に
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
の
練

習
が
で
き
る
環
境
を
整
え
た
。
そ
う
し
た
技

術
を
広
め
る
た
め
に
、
年
に
１
回
全
国
的
な

マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
Ｗ
Ｓ
）
を
開
催
し
て
い
る
。

「ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
実
際
に
顕
微
鏡
を

見
な
が
ら
、
血
管
や
神
経
を
つ
な
ぐ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
実
践
で
技
術
を
身
に

付
け
ら
れ
る
場
所
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
も

あ
り
、
毎
年
全
国
か
ら
先
生
方
が
い
ら

つ

し
ゃ
い
ま
す
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
こ
と
が

外傷を中心に24時間対応する

一般開放されている「地域交流館」(写真上)と
新棟の総合受付 (写真下)

敷 形外科手術
とリハビリテーションを専門に開設された熊本機能病院。病院の

・卜 理念として掲げるのは、「SOdat hctuЫ on(社会的包摂)の構築」と「QOLとノー

マライゼーションの実現」である。この理念の下、地域住民のニーズに応えながら、

救急医療や循環器治療、高度な手術に対応する形成外科治療など、診療の幅を広げ

ていつた。父の代からの病院を引き継ぎ、救急医として日々診療にも携わつている

理事長の米満弘―郎氏に、同院の果たす役害」や今後の展望について伺つた。

一′．‐‐Ｅ帯“尊〓一
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充実したリハビリ施設とスタッフ

“

き
っ
か
け
で
、
そ
の
後
同
院
で
研
修
を
受
け

る
医
師
も
多
い
と
い
う
。
都
市
部
で
は
少
な

い
良
業
外
傷
な
ど
、
手
の
治
療
が
で
き
る
教

育
施
設
と
し
て
、
関
東
圏
か
ら
も
研
修
を
希

望
す
る
医
師
が
集
ま
る
。

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
は
■
人
の
リ
ハ
ビ
リ
専

任

の
医
師
と
、
１
８
０
人
以
上
の
Ｐ
Ｔ
、

Ｓ
Ｔ
、
Ｏ
Ｔ
と
い
っ
た
専
門
ス
タ
ッ
フ
た

ち
で
あ
る
。
病
院
内
で
手
術
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
こ
と
が
、
回
復
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

ま
た
、
１
１
０
０
２ｍ
の
広
さ
を
誇
る
リ
ハ

ビ
リ
施
設
も
充
実
し
て
お
り
、
開
放
感
あ
ふ

れ
る
高
い
天
丼
の
下
で
は
つ
ら
つ
と
リ
ハ
ビ

リ
に
励
む
患
者
の
姿
も
目
を
引
く
。

ま
た
、
同
院
は
質
的
評
価

へ
の
対
応
に
も

積
極
的
だ
。
中
で
も
神
経
内
科
・
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部
長
の
徳
永
誠
氏
は
、
臨
床
の

傍
ら
、
「熊
本
脳
卒
中
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
研
究
会
」
で
、
リ
ハ
ビ
リ
の
質
を
長
年
研

究
し
て
お
り
、
多
数
の
論
文
を
発
表
し
、
成

果
を
上
げ
て
い
る
。

そ
の

一
つ
で
あ
る
補
正
Ｆ
Ｉ
Ｍ
監
いｏ
９

Ｌ
〔
ｏ
ω∽∽
の
研
究
。
脳
卒
中
患
者
に
対
す
る

リ

ハ
ビ
リ
に
よ
る
改
善
指
標

と
な

る

Ｆ
Ｉ
Ｍ
利
得
が
入
暁
時
Ｆ
Ｉ
Ｍ
の
数
値
に

依
存
す
る
こ
と
に
着
目
し
、
依
存
し
な
い
た

め
の
補
正
方
法
を
導
き
出
し
た
。
そ
の
結
果
、

医
療
機
関
同
士
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
の
質
的
評
価
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
、
Ｐ
Ｔ
、
Ｓ
Ｔ
、
Ｏ
Ｔ
の

質
を
上
げ
、
さ
ら
に
リ
ハ
ビ
リ
の
治
療
効
果

に
反
映
す
る
こ
と
も
分
か
り
、
同
院
で
は
ス

タ
ッ
フ
の
教
育
に
力
を
入
れ
、
さ
ら
な
る
リ

ハ
ビ
リ
技
術
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

運
営
す
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
介
護

老
人
保
健
施
設
と
も
連
携
を
と
り
、
ス
ム
ー

ズ
な
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
が
実
現
し
て
い

Ｚや
。地

域
住
民
の
署
名
嘆
願
を
受
け
て
開
設
さ

れ
た
の
が
循
環
器
内
科
。
高
齢
者
に
多
い
循

環
器
疾
患
や
生
活
習
慣
病
の
診
療
が
求
め
ら

れ
て
の
こ
と
だ

っ
た
。
さ
ら
に
日
本
人
に
多

い
と
さ
れ
る
冠
攣
縮
性
狭
心
症
研
究
の
第

一

人
者
で
あ
る
泰
江
弘
文
氏
に
よ
っ
て
、
熊
本

加
齢
医
学
研
究
所
を
立
ち
上
げ
た
。
現
在
で

も
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
研
究
が
続
い

て
い
る
。
２
０
１
８
年
に
は
日
本
循
環
器
学

会
の
医
学
雑
誌
「∩
”ヽ
β
一や昔”ｏ
Ｂ
▼
民
Ｂ
Ｌ
」
で
、

最
優
秀
論
文
賞
を
受
賞
。
民
間
病
院
と
し
て

は
快
挙
で
あ
る
。

形
成
外
科
で
は
、
そ
れ
ま
で
治
療
で
き
る

病
院
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
小
児
の
先
天
奇

形
の
診
療
に
力
を
入
れ
、
「国
際
唇
裂
口
蓋

裂
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
。
特
に
口
唇
・
口
蓋

裂
の
手
術
件
数
は
全
国
３
位
の
実
績
を
誇

り
、
国
内
だ
け
で
な
く
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
も

患
者
が
訪
れ
る
。
形
成
外
科
医
、
矯
正
歯
科

医
、
Ｓ
Ｔ
ら
で
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
こ
れ

ま
で
診
療
し
た
唇
裂
口
蓋
裂

の
患
者
は

１
０
０
０
人
以
上
に
上
る
。
小
児
の
多
指
症

や
合
指
症
な
ど
の
先
天
性
の
形
状
異
常
疾
患

の
手
術
も
数
多
く
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
治
療
に
付
随
し
て
神
経

内
科
の
需
要
が
高
ま
っ
た
た
め
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
な
ど
の
神
経
難
病
の
治
療
を
行
う
病

／

／

　

′

‐

リ
ハ
ビ
リ
を
科
学
的
に
分
析
し

治
療
効
果
の
向
上
に
貢
献

病
院
の
理
念
に
基
づ
い
た
手
厚
い
リ
ハ
ビ

リ
体
制
は
特
徴
的
だ
。
１
３
１
床
の
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
は
県
内
で
一
番

多
い
。
主
治
医
で
あ
る
各
診
療
科
の
医
師
と

リ
ハ
ビ
リ
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
が
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
術
前
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
す

Ｚや
。

理事長の米満弘一郎氏

地
域
の
要
望
で
救
急
セ
ン
タ
ー
や

循
環
器
内
科
を
開
設

整
形
外
科
と
リ
ハ
ビ
リ
を
専
門
と
す
る
病

院
だ
が
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
形

で
診
療
の
幅
は
広
げ
て
い
る
。

米
満
氏
の
専
門
で
あ
る
救
急
医
療
の
分
野

で
は
、
地
域
の
救
急
患
者
に
対
応
す
る
た
め
、

２
０
１
２
年
に
救
急
科
を
開
設
。
救
急
外
来

で
対
応
し
て
い
た
時
と
比
べ
る
と
救
急
車
の

搬

送

件

数

は

約

１
・
５
倍

と

な

り
、

２
０
１
６
年
度
に
は
延
べ
１
４
４
２
台
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
も
５
件
受
け
入
れ
て
い
る
。

搬
送
さ
れ
る
患
者
の
６
割
が
外
傷
な
ど
の

整
形
外
科
疾
患
だ
が
、
Ｆ
」
れ
か
ら
は
在
宅

医
療
や
地
域
包
括
ケ
ア
の
中
で
の
地
域
支
援

型
の
救
急
医
療
も
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と

米
満
氏
は
決
意
を
語
る
。
リ
ハ
ビ
リ
の
状
況

や
生
活
環
境
を
把
握
し
て
い
る
病
院
で
救
急

対
応
で
き
る
こ
と
は
、
患
者
や
家
族
の
安
心

に
も
つ
な
が
り
、
同
院
を
指
定
し
て
搬
送
さ

れ
て
く
る
患
者
も
多
い
と
い
う
。
同
法
人
が

棟
を
設
け
て
治
療
を
開
始
し
た
。

「診
療
科
は
増
え
ま
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
総

合
病
院
を
目
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、

〃Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
宴

現
〃
で
す
。
失

っ
た
機
能
を
回
復
し
、
社
会

に
戻

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
自
分
た
ち
が
で

き
る
診
療
を
し
っ
か
り
提
供
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
」

日

■ ● rte
躍進する病院

毎朝、医師全員参加のカンファ

海外留学も積極的に支援
診療科の垣根を越えた連携のため、45人の医

師が全員参加する早朝カンファレンスは、先代が

理事長の時から平日に毎日行われている。8時半

からスタートし、全員が3分間スピーテするのが

習慣となっている。
「今日はあの先生がいないとか、病気している

とか分かりますし、患者さんの話もできます」(米

満理事長)

科目ごとのカンファレンスではなく、医師全員

で情報を共有することで自ずとテームワークは良

くなったという。新任の医師もすぐに病院になじ

めるメリットがあるという。

また、世界標準の技術を習得するため、希望す

る医師にはメイヨークリニックなどの海外留学を

積極的に支援している。先進的な手術法を学び、

手技を身に付けた医師たちによって、常にレベル

の高もヽ医療が保たれている。

亀

■診療科目 :整形外科、リウマテ科、形成外科、

小児形成外科、神経内科、リハビリテーション科、

脳神経外科、循環器内科、血管外科、内科、放射

線科、救急科、外科、皮膚科、麻酔科

■病床数 :395床 (一般 176、 回復期リハ131、

地期包括ケア55、 障害者施設等入院33)

日外来患者数 :404人/日 (2016年度)

日入院患者数 :390人/日 (2016年度)

■開設 判981年

■理事長 :米茄弘一郎

■院長 :中島英親

医療法人社団寿量会
熊本機能病院

T860‐8518

熊本県熊本市北区山室6‐8引

DATA
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